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２０２５年１０月入学 

 東京農工大学大学院工学府博士後期課程（博士）国際専修 
大学院博士後期課程共同サステイナビリティ研究専攻（東京農工大学） 

ASEAN・日本連携エンジニアリーダー育成プログラム 

国費外国人留学生・私費外国人留学生 学生募集要項 

 

 

大学院工学府博士後期（博士）課程は、全専攻に国際専修（英語修了コース）の教育課程 

を設置し、また、大学院博士後期課程共同サステイナビリティ研究専攻は全ての授業を英語で

実施し、ASEAN諸国からの優秀な外国人留学生を中心とした超スマート社会を支える工業製品

のイノベーティブな付加価値を創出できるスキルを持ったエンジニアリーダーを育成します。 

 

 

Ⅰ 専攻分野及び募集人員  

１ 専攻分野および指導予定教員 

  （1）応募者はP15～の工学府教育研究分野の中から希望する専攻および指導予定教員を選択

して下さい。 

（2）出願に先立ち、応募者は必ず指導予定教員と相談し、入学及び希望する研究課題につい

て了承を得て下さい。 

 

2 募集人員 

（１）大学推薦による国費外国人留学生 1名 

   （２）私費外国人留学生        4 名 

             ※（１）と（２）は併願可能です。 

 

Ⅱ 出願資格および条件 
 

P2～P7 参照  大学推薦による国費外国人留学生  

P8～P10 参照  私費外国人留学生 

 

 

Ⅲ 共通事項 
 

P11 参照 

 

 

Ⅳ アドミッションポリシーおよび教育研究分野 
 

P12～参照 
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Ⅱ 出願資格および条件 

 

「大学推薦による国費外国人留学生」の出願資格および条件 

 

１ 対象 

大学院レベルの外国人留学生として、新たに海外から留学する者とします。 

※学業成績係数が2.30以上（文科省で定める計算式による）であり、奨学金支給期間中の在籍課

程においてもこれを維持する見込みがある者とします。さらに下記「（６）語学能力」のいず

れかの条件を満たす者とします。 

 
２ 国籍 

（アフリカ） 

アルジェリア、アンゴラ、ウガンダ、エスワティニ、エジプト、エチオピア、エリトリア、ガー 

ナ、カーボヴェルデ、ガボン、カメルーン、ガンビア、ギニア、ギニアビサウ、ケニア、コート 

ジボワール、コモロ、コンゴ共和国、コンゴ民主共和国、サントメ・プリンシペ、ザンビア、 

シエラレオネ、ジブチ、ジンバブエ、スーダン、セーシェル、赤道ギニア、セネガル、ソマリア 

タンザニア、チャド、中央アフリカ、チュニジア、トーゴ、ナイジェリア、ナミビア、ニジェー 

ル、ブルキナファソ、ブルンジ、ベナン、ボツワナ、マダガスカル、マラウイ、マリ、南アフリ 

カ、南スーダン、モザンビーク、モーリシャス、モーリタニア、モロッコ、リビア、リベリア、 

ルワンダ、レソト 

（アジア） 

インド、スリランカ、ネパール、パキスタン、バングラデシュ、ブータン、モルディブ 

インドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシ 

ア、ミャンマー、ラオス、モンゴル 

（中南米） 

アルゼンチン、ウルグアイ、エクアドル、ガイアナ、コロンビア、スリナム、チリ、パラグアイ 

ブラジル、ベネズエラ、ペルー、ボリビア 

（中東） 

アフガニスタン、アラブ首長国連邦、イエメン、イスラエル、イラク、イラン、オマーン、カタ 

ール、クウェート、サウジアラビア、シリア、トルコ、バーレーン、ヨルダン、レバノン、パレ 

スチナ 

（太洋州） 

オーストラリア、キリバス、クック諸島、サモア、ソロモン諸島、ツバル、トンガ、ナウル、 

ニウエ、ニュージーランド、バヌアツ、パプアニューギニア、パラオ、フィジー、マーシャル、 

ミクロネシア 

（欧州） 

アイスランド、アイルランド、アゼルバイジャン、アルバニア、アルメニア、アンドラ、イタリ 

ア、ウクライナ、ウズベキスタン、英国、エストニア、オーストリア、オランダ、カザフスタン 

北マケドニア、キプロス、ギリシャ、キルギス、クロアチア、コソボ、サンマリノ、ジョージア 

スイス、スウェーデン、スペイン、スロバキア、スロベニア、セルビア、タジキスタン、チェコ 

デンマーク、ドイツ、トルクメニスタン、ノルウェー、バチカン、ハンガリー、フィンランド、 

フランス、ブルガリア、ベルギー、ポーランド、ボスニア・ヘルツェゴビナ、ポルトガル、マル 

タ、モナコ、モルドバ、モンテネグロ、ラトビア、リヒテンシュタイン、リトアニア、ルーマニ 

ア、ルクセンブルク 

（北米） 

アメリカ、カナダ 



- 3 - 
 

 

３ 年齢上限 

  １９９０年４月２日以降に出生した者とします。 

 

※上記年齢要件の例外は国籍国の制度・事情（兵役義務・戦乱による教育機会の喪失等）によ

り資格年齢時に応募できなかった者と文部科学省が判断した場合に限られます。個人的事情

（経済状況、家族の事情、健康状態、大学又は勤務先の都合等）は一切認めません。ただ

し、上記年齢要件を満たさないヤング・リーダーズ・プログラム修了生が博士後期課程への

入学を希望する場合は、同プログラム修了後５年以内に限り、応募を認めます。 

 

４ 学歴 

 以下のいずれかに該当する者とします。 
  １）修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び入学する月(10 月)の前までに

取得見込の者。 
  ２）本学において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以

上の学力があると認めた者で、入学する月の１日現在２４歳に達した者。 
 

５ 専攻分野 
出身大学において専攻した分野又は関連した分野とし、本学府で研究が可能な分野であるこ

と。 
 

６ 語学能力 

英語の能力として、以下のいずれかの条件を満たす者。 

 

○英語 

① 英語におけるヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）のB2 相当以上の資格・検定試験のスコアを

有している者。 

② 日本の大学院博士課程（後期）への入学資格を満たす教育課程を、英語を主要言語として修了

した者。 

③ ①相当以上の英語能力を有していると本学府において判断できる者。 

 

７ 健康 

日本留学について心身ともに支障がないと本学府が判断した者とします。 

８ 渡日時期 

    ２０２５年１０月１日～１０月１４日までの間で本学府の指定する期日までに渡日してくださ

い。  
 

９ その他注意事項 

１）次に掲げる事項に一つでも該当する者については対象外とする。採用以降に判明した場合に

は辞退すること。 

① 渡日時及び奨学金支給期間において、現役軍人又は軍属の資格の者。 

② 文部科学省又は本学府の指定する期日までに渡日できない者。 

③ 過去に日本政府（文部科学省）奨学金留学生であった者（渡日後辞退者を含む）。ただし   

奨学金支給最終月の翌月から奨学金支給開始月までに３年以上の学業又は職務経歴がある

者、又は最後に受給した日本政府（文部科学省）奨学金が日本語・日本文化研修留学生（帰

国後に在籍大学を卒業した又は卒業見込みの者に限る。）、日韓共同理工系学部留学生、ヤ
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ング・リーダーズ・プログラム留学生のいずれかであった者はこの限りではない。なお、文

部科学省学習奨励費（MEXT Honors Scholarship）は日本政府（文部科学省）奨学金留学生に

あたらないため、過去に受給歴があっても応募可能。 

④ 日本政府（文部科学省）奨学金制度による他の奨学金プログラムとの重複申請をしている

者。 

⑤ 申請時に日本に滞在（日本に住民票がある）している者及び申請時から奨学金支給期間開始

前に日本に滞在予定の者。 

⑥ 奨学金支給開始後に日本政府及び日本政府関係機関拠出の奨学金・フェローシップ等を受給

することを予定している者。 

⑦ 「卒業見込みの者」であって、所定の期日までに学歴の資格及び条件が満たされない者。 

⑧ 申請時に二重国籍者で、渡日時までに日本国籍を離脱したことを証明できない者。 

⑨ 申請時から日本以外での研究活動（インターンシップ、フィールドワーク等）や休学等を長

期間予定している者。 

⑩学位取得を目的としない者。 

 
２）大学修了見込みで出願した者で、２０２５年９月までに卒業できない者は入学を取り消しま

す。 

 

３）４学歴の１）に該当しない場合、事前に審査を受ける必要があるので、２０２４年１２月２ 

３日までに本専攻の指導教員予定者に必ず申し出てください。 

 

  ４）日本留学中、日本の国際化に資する人材として、広く地域の学校や地域の活動に参加するこ

とで、自国と日本との相互理解に貢献するとともに、卒業後も留学した大学と緊密な連携を保

ち、卒業後のアンケート調査等にも協力する他、帰国後は在外公館等が実施する各事業に協力

することで、自国と日本との関係の促進に努める者を採用いたします。 
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応募手続 

すべての応募者はあらかじめ希望する指導教員予定者と連絡を取り合い、受入許諾を受けてから 

出願してください。 

 

１）提出先 

２０２５年１月１４日（必着）までに、本学府の指導予定教員宛てに、国際郵便等で郵送して

ください。 

 

 

２）提出書類 

① 日本政府奨学金留学生申請書（所定様式） 

② 専攻分野及び研究計画（所定様式） 

③ 研究業績（所定様式） 

④ 学位論文概要等（様式自由・修士論文の概要を和文もしくは英文６００語未満にまとめてく

ださい。 

⑤ 所属大学等の研究科長レベル以上の推薦状 

  （東京農工大学学長宛てのもの。原則として、所属大学等の専用便せんを使用し公印を押した

もの。） 

⑥ 最終出身大学（大学院）の成績証明書 

⑦ 最終出身大学（大学院）の修了証明書または修了見込証明書または学位記 

⑧ 最終出身大学（大学院）において学業優秀であることを証明する学業成績資料等 

（例えば、GPA、ABC のクラス分け、具体的な順位（○人中第○位）等、最終出身大学におけ

る成績が明確に判る指標など。） 

⑨ 【６ 語学能力】のいずれかの条件を満たす根拠となる書類 

（例:TOEFL、IELTS等の証明書。2022年11月20日以降に受験したものに限る。） 

（【６ 語学能力】の①または②を証明する書類がない場合は、至急指導教員予定者へご連絡く

ださい。） 

⑩ 健康診断書（原則として、書類提出日から遡り６か月以内に受診したもの。）（所定様式） 

⑪ パスポートの写し（ない場合は公的身分証明書、戸籍謄本、市民権等の証明書の写し等） 

⑫ 入学検定料３０，０００円（本学所定の入学検定料払込用紙により支払ってください。 

なお、海外の応募者は指導教員予定者の指示に従ってください。） 

※国費外国人留学生に採用された場合、入学後に入学検定料を返金します。 

 

 ３）その他注意事項 

ⅰ)  申請書類は、すべて日本語又は英語により、出来るだけタイプを用いて、Ａ４判両面印刷に

統一して作成してください。（その他の言語により作成する場合は、日本語もしくは英語によ

る訳文を添付してください。） 

ⅱ) 提出書類は原則として返却しません。 

ⅲ) 上記申請書がすべて完全かつ正確に記載されていない場合、付属書類が完全に揃っていない 

場合、又は提出期限が過ぎた場合は受理しません。 

  ⅳ) 提出書類及びその様式は変更することがあります。 
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４）選考及びプログラムの目的 

ⅰ) 提出された書類及び口述試験により合否を判定します。口述試験日時は２０２５年１月１６

日～２１日までの間のいずれかの日を予定しています。口述試験の詳細については、指導予定

教員から通知します。 

ⅱ) 合否については２０２５年２月下旬までに、指導予定教員から通知します。 

ⅲ) 合格者は東京農工大学から国費外国人留学生候補者として文部科学省に推薦します。文部科

学省の審査に通過した後、奨学金留学生としての採用が決定します。奨学金採用通知は、文部

科学省の通知に基づき、指導予定教員から本人に７月頃に通知します。 

ⅳ) 授業及び研究指導は主として英語により行い、３年間で博士（工学）または博士（学術）を

修得させることを目的とし、在籍身分は正規の大学院生とします。 

 
５）奨学金 

奨学金支給期間は２０２５年１０月からの３年間です。また、２０２５年度の奨学金月額は未

定であるため、参考として２０２４年度の奨学金月額を以下のとおり示します。（予算、物価等

の状況により、支給額は各年度で見直される場合があります。） 

２０２４年度実績 月額１４８,０００円 

ただし、大学を休学又は長期に欠席した場合、その期間の奨学金は支給されません。 

なお、次の場合には、原則として奨学金の支給を取りやめます。また、これらに該当するにも

かかわらず奨学金を受給した場合、該当する期間に係る奨学金の返納を命じることがあります。 

ⅰ)申請書類に虚偽・不正の記載があることが判明したとき。 

ⅱ)文部科学大臣への誓約事項に違反したとき。 

ⅲ)日本の法令に違反し、無期又は一年を超える懲役若しくは禁固に処せられたとき。 

ⅳ)大学における学則等に則り、懲戒処分として退学・停学・訓告及びこれらに類する処分を 

受けた場合あるいは除籍となったとき。 

ⅴ)学業成績等不良や停学・休学等により標準修業年限内での修了が不可能であることが確定

したとき。 

ⅵ)「留学」の在留資格を新たに取得せずに渡日したとき又は「留学」の在留資格から他の在

留資格に変更になったとき。 

ⅶ)他の奨学金（使途が研究費として特定されているものを除く）の支給を受けたとき。 

ⅷ)採用後、進学に伴う奨学金支給期間延長の承認を受けずに上位の課程に進学したとき 

ⅸ)当該大学を退学したとき又は他の大学院に転学したとき。 

ⅹ)１年毎の各時点における学業成績係数が2.30又は大学が定める成績基準を下回ったとき。 

 

６）旅費 

ⅰ) 渡日旅費について、渡日する留学生の居住地最寄りの国際空港から成田国際空港までの下

級航空券を交付します。なお、渡日する留学生の居住地から最寄りの国際空港までの旅費、

空港使用料、空港税、渡航に要する特別税、日本国内の旅費等は留学生の自己負担としま

す。（「留学生の居住地」は原則として申請書に記載された現住所とします。）また、国籍

国以外からの航空券は支給しません。 

ⅱ) 帰国旅費について、奨学金支給期間終了月内に帰国する留学生については、本人の申請に

基づき、成田国際空港から当該留学生が帰着する場所の最寄りの国際空港までの下級航空券

を交付します。 

ⅲ）帰国する留学生の日本での居住地から最寄りの国際空港までの旅費、空港税、空港使用

料、渡航に要する特別税、国籍国内の旅費（航空機の乗り継ぎ費用を含む。）、旅行保険

料、携行品・別送手荷物に関わる経費等は留学生の自己負担とします。なお、自己都合及び
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上記５）奨学金ⅰ～ⅹ」の事由により奨学金支給期間終了月前に帰国する場合は帰国旅費を

支給いたしません。 

Ⅳ) 渡日及び帰国の際の保険料は自己負担とします。 

Ⅴ）奨学金支給期間終了後も引き続き日本に滞在する場合（例：日本での進学、就職）、一時

帰国する際の帰国旅費は支給しません。 

 

７）教育費 

大学における入学料及び授業料等は東京農工大学が負担します。 

 

 ８）入学時に要する経費  

ⅰ)入学料、授業料は徴収しません。 

ⅱ) 学生教育研究災害傷害保険制度は、学生の正課および課外活動中における不慮の災害事故

により身体に傷害を被った場合の補償制度であり、新入生は全員加入してください。     

保険料は、３年間分で２，６００円です。 

ⅲ)  学生賠償責任保険制度は、学生の正課、学校行事およびその往復中で、他人にけがをさせ

たり、他人の財物を損壊した場合の補償制度であり、新入生は学生教育研究災害保険と共に

全員加入してください。保険料は３年間で５,４００円です。また、別途、消費生活協同組

合への加入料の５,０００円が必要となりますが、修了時に返金します。 

※なお、保険料、加入料は変更になる場合があります。 

  



- 8 - 
 

「私費外国人留学生」の出願資格および条件 

１ 対象 

大学院博士課程レベルの外国人留学生として海外から留学する者及び在日の者で、本学工学府にて

博士の学位取得を希望する者。 

 

２ 国籍 

国籍は問いません。 

 

３ 年齢上限 

年齢は問いません。 

 

４ 学歴 

以下のいずれかに該当する者とします。 

１）修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び入学する月（１０月）の前ま

でに取得見込の者。 
   ２）大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等

以上の学力があると認めた者で、入学する月の１日現在２４歳に達した者。 
 

５ 健康 

心身ともに大学における学業に支障のない者とします。 

 

６ 語学力 

以下のいずれかの条件を満たす者。 

 

○英語 

①英語におけるヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の B2 相当以上の資格・検定試験のスコアを有し

ている者。 

②日本の大学院博士課程（後期）への入学資格を満たす教育課程を、英語を主要言語として修了し

た者。 

③ ①相当以上の英語能力を有していると受入大学において判断できる者。 

 

７ 渡日時期 

２０２５年１０月１４日までに渡日してください。 

 

８ その他注意事項 

１）大学修了見込みで出願した者で、２０２５年９月までに修了できない者は入学を取り消します 

２）４学歴の１）に該当しない場合、事前に審査を受ける必要があるので、２０２４年１２月２３日

までに本専攻の指導教員予定者に必ず申し出てください。 

 

応募手続 

すべての応募者はあらかじめ希望する指導教員予定者と連絡を取り合い、受入許諾を受けてから

出願してください。 

 

１）提出先 

２０２５年１月１４日（必着）までに、本学府の指導予定教員宛てに、国際郵便等で郵送してく

ださい。 
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２）提出書類 

① 2025 年度東京農工大学大学院工学府博士後期課程国際専修入学申請書（所定様式） 

② 専攻分野及び研究計画（所定様式） 

③ 研究業績（所定様式） 

④ 学位論文概要等（様式自由・修士論文の概要を和文もしくは英文６００語未満にまとめてくだ

さい。） 

⑤ 最終出身大学(大学院)の修了証明書または修了見込証明書・成績証明書・学位記等証明書 

⑥ 【６ 語学力】のいずれかの条件を満たす根拠となる書類 

（例:TOEFL、IELTS 等の証明書。2022 年 11 月 20 日以降に受験したものに限る。） 

（【６ 語学能力】の①または②を証明する書類がない場合は、至急指導教員予定者へご連絡くだ

さい。） 

⑦ 健康診断書（原則として、書類提出日から遡り、６か月以内に受診したもの。）（所定様式） 

⑧ パスポートの写し（ない場合は公的身分証明書、戸籍謄本、市民権等の証明書の写し等） 

⑨ 入学検定料３０，０００円（本学所定の入学検定料払込用紙により支払ってください。 

なお、海外の応募者は指導教員予定者の指示に従ってください。） 

 

３）その他注意事項 

ⅰ) 申請書類は、すべて日本語又は英語により、出来るだけタイプを用いて、Ａ４判両面印刷に統一

して作成してください。（その他の言語により作成する場合は、日本語もしくは英語による訳文

を添付してください。） 

ⅱ) 提出書類は原則として返却しません。 

ⅲ) 上記申請書がすべて完全かつ正確に記載されていない場合、付属書類が完全に揃っていない 

場合、又は提出期限が過ぎた場合は受理しません。 

ⅳ) 提出書類及びその様式は変更することがあります。 

ⅴ) 入学検定料払込用紙は、事前に小金井地区事務部学生支援室入学試験係あてにご請求下さい。 

払込み後、「入学検定料払込受付証明書【大学提出用】」を出願書類に同封してください。 

 

４）選考及びプログラムの目的 

ⅰ) 提出された書類及び口述試験により合否を判定します。口述試験日時は２０２５年１月１６日～

２１日までの間のいずれかの日を予定しています。口述試験の詳細については、指導予定教員か

ら通知します。 

ⅱ) 合否は、２０２５年２月下旬までに指導予定教員から通知します。 

ⅲ) 授業及び研究指導は主として英語により行い、３年間で博士（工学）または博士（学術）を取得

させることを目的とし、在籍身分は正規の大学院生とします。 

 

５）入学時に要する経費 

ⅰ) 入学料２８２，０００円 

ⅱ) 授業料後期分（１０月～３月）３２１，４８０円（年額６４２，９６０円） 

（入学料及び授業料は改定されることがあります。） 

ⅲ) 学生教育研究災害傷害保険制度は、学生の正課および課外活動中における不慮の災害事故によっ

て身体に傷害を被った場合の補償制度であり、新入生は全員加入してください。 

保険料は、３年間分で２，６００円です。 

ⅳ) 学生賠償責任保険制度は、学生の正課、学校行事およびその往復中で、他人にけがをさせたり、

他人の財物を損壊した場合の補償制度であり、新入生は学生教育研究災害保険と共に全員加入し
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てください。保険料は３年間で５，４００円です。また、別途、消費生活協同組合への加入料の

５,０００円が必要となりますが、修了時に返金します。 

※なお、保険料、加入料は変更になる場合があります。 
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Ⅲ 共通事項 

 

１ 留学生は渡日に先立ち、日本の風土、習慣、気候、大学の状況について、あらかじめできるだ

け研究しておいてください。また、授業以外の日常生活は日本語での生活になることについて十

分理解しておかなければなりません。 

 

２ 大学案内、研究、教育内容等については、ホームページを参考してください。

（https://www.tuat.ac.jp/en/） 

 

３ 出願時に入手した個人情報は、国立大学法人東京農工大学個人情報の保護に関する規程に則っ

て適切に取り扱います。 

 

４ 本学では、「外国為替及び外国貿易法」に基づき、「国立大学法人東京農工大学安全保障輸出

管理規程」を定め、学生の受入れに際し厳格な審査を行っています。規制事項に該当する場合に

は、本学から経済産業省への許可申請が必要となり、すぐに教育が受けられない場合や研究がで

きない場合があります。また、本学からの許可申請について、経済産業省が国際平和・安全の維

持の観点から不許可とした場合、結果的に本学での教育が受けられない場合や研究ができない場

合があります。 

 

５ その他、本募集要項に関する問い合わせは、文書により行ってください。 

 

【問い合わせ先】 

〒１８４－８５８８ 

日本国東京都小金井市中町２－２４－１６ 

東京農工大学大学院工学府 小金井地区事務部学生支援室入学試験係 

E-MAIL: tnyushi@cc.tuat.ac.jp 
FAX：（＋８１）４２－３８８－７０１３ 

 

 

  

https://www.tuat.ac.jp/en/
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Ⅳ アドミッションポリシーおよび教育研究分野 

 

工学府 

1.学びの目的 

工学府は、自然環境と科学技術に関心を持ち、常に自己を啓発し、広い知識と視野を持ち、高い

自主性と倫理性に支えられた実行力を有し、国際社会で活躍できる技術者・研究者を目指す学生を

国内外から広く受け入れる。最近の科学技術の発展は目覚ましいものがあり、技術・情報が高度

化、先端化すると同時に種々の専門分野に関連する境界領域や総合領域における発展も著しい。工

学府は、このような時代の要請に対応する科学と工学の基礎学問から先端応用技術に至る広範囲の

研究教育を教授し、幅広い学識と高度の研究能力を有する独創性豊かな学術研究者、専門技術者を

養成することを目的と特色としている。 

 

2．アドミッションポリシー 

教育研究の目的、および人材養成の目的をふまえ、工学府は、以下のような人材を求める。 

①幅広い視野と専攻分野を学ぶための十分な基礎学力をあわせもち、高い倫理性を身につけた

者。 

②大自然の真理に対する探求心とモノ作りマインドを持ち、理工学分野の科学技術に関心があ

り、研究を通じて主体的に考え、他人と協力・協働して、研究課題の解決や社会の発展に貢献

する意識の高い者。 

③人類が直面している諸課題に対し、多面的に考察・判断して研究課題を自ら設定することがで

き、その課題に果敢に挑戦する意欲のある者。 

④日本語、外国語を問わず、高いコミュニケーション能力を有する者。 

 

生命工学専攻 

国際性、コミュニケーション能力、国内外の学会発表や論文発表ができる能力を身につけさせ、最先端の

生命工学の専門家として、現代社会のニーズに即応して活動でき、新たなニーズの発掘とシーズの発見能力

に富んだ、専門家として社会の中核で活躍できる研究者・技術者の養成を目標とする。よって、次のような人

材を求める。 

①生命工学分野の最先端の研究に取り組むための化学・生命科学・工学に関する高度な専門知識と学力を

持ち、分野を先導する研究者に不可欠な俯瞰的な視点と高い倫理性を身につけた者。 

②生命工学分野の最先端の研究に対する探求心を持ち、学際的かつ国際的に協力・協働して、社会的に貢

献したいという強い意志を持つ者。 

③人類が直面している諸課題に対し、生命工学分野の最先端の専門知識や高度な解析能力・洞察力に基

づいて主体的かつ論理的に研究課題を設定し、技術革新や未踏の技術の立案・独創的な先端研究に果

敢に挑戦する意欲のある者。 

④研究成果を国際的に発信するために必要な優れた語学力と高いコミュニケーション能力を有する者。 

 

生体医用システム工学専攻 

現代医療の根幹を支える生体医用工学の先端技術および関連する専門知識を修得させるとともに、異分

野の専門家との協働を通じて、バイオメディカルイノベーションプロセスに基づいた実践的な研究開発能力を

有し、多種多様な産業分野のシーズを医療・ヘルスケア機器開発に橋渡しできる、高度で知的な素養を備え

た、国際社会でリーダーとして活躍できる研究者・技術者の養成を目標とする。よって、次のような人材を求め

る。 

①生体医用工学分野を学ぶための幅広い視野と十分な基礎学力をあわせもち、高い倫理性を身につけた

者。 
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②自然科学に対する探求心とモノ作りマインドを持ち、生体医用工学分野の研究に関心があり、それらの分

野での活動を通じて主体的に考え、専門分野の境界を越えた複数の研究者、技術者、専門家等と協力・

協働して、研究課題の解決や社会の発展に貢献する意識の高い者。 

③人類が直面する健康・医療・衛生等の諸課題に対し、多面的に考察・判断して研究課題を自ら設定するこ

とができ、新しい研究領域や医療・ヘルスケア技術開発につながる研究に果敢に挑戦する意欲のある者。 

④日本語および英語による高いコミュニケーション能力を有する者。 

 

応用化学専攻 

自然・生命・環境・エネルギー等の分野に関連する化学者・材料科学者として、高度専門的な科学技術の

発展を国際的に先導し、安全安心な持続型社会の形成に貢献する研究者・技術者の養成を目標とする。よ

って、次のような人材を求める。 

①化学および物理分野や関連分野の体系的かつ豊かな基礎学力を有し、研究者や技術者に必要な倫理観

を有する者。 

②化学物質に対して、原子・分子レベルの視点から新しい価値を創出し、その分野の世界トップレベルの専

門家として社会的・国際的に貢献する意欲と積極性に富んだ者。 

③自然・生命・環境・エネルギー等の分野に関連する化学・材料科学分野において、学術的・産業的な観点

から自ら研究課題を設定し、豊かな知識を総合して主体的に研究に取り組むことで、未踏の学理の追究、

新しい研究領域や科学技術の開拓に果敢に挑戦する意欲を有する者。 

④日本語または英語での優れたコミュニケーション能力を有し、世界に向けて研究成果の発信ができる者。 

 

化学物理工学専攻 

化学工学と物理工学を統合的に理解することで、エネルギー、環境、新素材等に関連する諸問題を解決

する能力と、解決過程において先導的役割を果たす高度専門的指導力とを有し、持続型社会の形成に貢献

し社会的・国際的に活躍する研究者・技術者の養成を目標とする。よって、次のような人材を求める。 

①化学・物理・数学・英語等、化学工学・物理工学分野を学ぶための十分な基礎学力と修士レベルの研究能

力を持つとともに、幅広い視野と高い倫理観を身につけた者。 

②エネルギー・地球環境・医薬/食品・素材/材料、あるいはそれらの課題解決の基盤となるプロセス技術・計

測技術等に関連する化学工学・物理工学分野の研究に関心と研究実績があり、これらの 1 つ以上の分野

での世界最先端の研究活動を通じて社会的・国際的に貢献したいという意欲を持つ者。 

③人類が直面している諸課題に対し、化学工学・物理工学の統合的理解と活用によって多面的に考察・判断

して研究課題を自ら設定することができ、その課題の解決に向けて一人の自立した研究者として果敢に挑

戦する意欲のある者。 

④日本語、外国語を問わず、高いコミュニケーション能力を有し、口頭および文章で研究の議論を行うことが

できる者。 

 

機械システム工学専攻 

数学・物理学の高い基盤的解析能力と機械システム工学の幅広く深い専門知識に基づいて、環境と調和

して持続発展可能な科学技術立脚社会をグローバルスケールで実現するための Unique & Best な先端的機

械システムを設計・創造し、世界の社会・文化に関する深い理解・洞察と豊かなコミュニケーション能力で国際

的に活躍できる研究者・技術者の養成を目標とする。このために、次のような人材を求める。 

①機械システム工学の最先端の研究に取り組む高い学問的応用能力があり、専門分野での国際的活動を通

じて人類・社会に貢献したいという強い意志を持つ者。 

②数学・物理学ならびに機械システム工学分野において高度な解析能力・専門知識・洞察力に基づいて問

題を発見・解決する能力を有するとともに、新しい研究領域や融合的領域における研究課題に対応できる

柔軟な思考力を持つ者。 
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③機械システム工学の各専門分野において、自ら開発目標を発見し、実験・解析のルーティンを具現化し、

考察・議論を展開できるような知的好奇心と洞察力を身につけている者。 

④研究成果を国際的に発信するために必要な語学力および科学技術の多様化を担える適応能力を持つ者 

 

知能情報システム工学専攻 

現代社会の根幹を支える知能情報システム工学の先導的な学識を教授し、自立した研究者に相応しい課

題発掘能力、実践的研究能力、技術開発の展開能力、国際性と情報発信能力、社会ニーズに対する柔軟性

などを滋養して、実践的な研究開発能力を有する研究者・技術者の養成を目標とする。よって、次のような人

材を求める。 

①幅広い視野と知能情報システム工学を学ぶための十分な基礎学力をあわせもち、高い倫理性を身につけ

た者。 

②知能情報システム工学の分野の研究に関心があり、それらの分野での活動を通じて社会的・国際的に貢

献したいという意識が高い者。 

③人類が直面している諸課題に対して、知能情報システム工学に関する基礎知識に基づいて多面的に考

察・判断して研究課題を自ら設定することができ、その課題に果敢に挑戦する意欲のある者。 

④日本語、外国語を問わず、高いコミュニケーション能力を有する者。 

 

共同サステイナビリティ研究専攻 

 共同サステイナビリティ研究専攻は、東京外国語大学、東京農工大学、電気通信大学の連携共同 

によって、それぞれの大学に設置する標準年限３年の大学院博士課程です。 

 

アドミッションポリシー 

共同サステイナビリティ研究専攻の養成する人材像及び教育課程での学修において求められる資

質、素養、能力等は、以下のとおりです。 

・貧困、紛争、食料・資源、エネルギー・環境、情報・ICT などの地球規模の課題の解決に貢献し

たいという熱意を持ち、将来、国際社会の現場で活躍したいという意欲がある。 

・学際的・分野横断的な研究を行いうる柔軟かつ論理的な思考力と、研究遂行に必要となる基礎

的学識、専門性、語学力を有している。 

・多文化や多様な価値観を受容できる寛容さをもって文化や価値観が異なる環境に適切に対応で

きる適応力を有し、そうした環境においても自身の専門性を駆使しながら、広範な視野と高い

倫理観をもって能動的に行動できるタフな精神力と実行力を備えている。  
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

幹細胞工学、単一細胞機能の分子制御（遺伝子、サイトカイン、エ
クソソームなど）、複合疾患モデルの創製（糖尿病予備群モデルマ
ウス、がん転移モデル細胞など）、複合疾患の発症機構解析、疾患
予防の細胞医薬の開発、レギュラトリーサイエンス、実験動物健康
モニタリング、に関する研究を行う。 
 
新規・未同定環境微生物の有効利用および生態・役割・遺伝的バッ
クグラウンドの理解を目指し、分子生物的手法を基盤とした技術開発
研究を行う。 
 
種々分光学法、Ｘ線結晶構造解析法、NＭR法、計算機シミュレーシ
ョンを融合的に用いて、タンパク質を可溶化、又はその機能を改変
する研究。可溶化や機能改変による生物学的影響の検証。 
 
当研究室では、植物とヒトとの繋がりを紐解くオミクス解析の技術開
発を通じて、自然界で創生される 100 万種を超える化合物が、ヒトおよ
び腸内細菌叢でどのように代謝され、どのような生体分子に作用し、
我々の生体恒常性維持に寄与しているかを解明する研究を行います。 
 
シルクフィブロイン等の天然高分子を用いた新規な組織工学材料を
創製する。天然高分子の機能化および高次構造制御による微細構造‒
物性-機能性の相関関係を明確化するとともに、医工連携により、組織
再生型の心臓修復用パッチや動脈グラフト、創傷被覆材、心臓弁、軟
骨等の次世代医療機器への応用を図る 
 
X 線回折法、核磁気共鳴分光法、質量分析法、電子顕微鏡観察などの
各種先端機器分析法などを用いて、生体関連低分子化合物や生体高分
子の立体構造とその物性の相関について研究している。

斉   藤    美佳子 
 
 
 
 
 
モリ　テツシ 
 
 
 
黒 田 　 裕 
＊2027.  3退職予定 
 

 
津 川 裕 司 
 
 
 
 
中 澤 靖 元 
 
 
 
 

※1 
野 口 恵 一 
（ 協 力 教 員 ） 

  細 胞 機 能 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  生命分子情報科学 
 
 
 
  システムバイオロジー 
 
 
 
 
  生 体 分 子 構 造 学 

　生命工学専攻

所属教員の主な研究内容 
※１の教員については指導予定教員として選択できません。
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

ミトコンドリアが関与する生命現象（プログラム細胞死、活性酸素発生、
エネルギー代謝など）の理解、及びミトコンドリアに関連する創薬の推進
を目指し、イメージングを中心とした計測技術の開発及びメカニズムの
解明を行う。 
 
遺伝子改変技術を駆使した分子細胞生物学的なアプローチにより、
コラーゲンの産生と分解に関連する多彩な生体現象を解析する。特
に遺伝子欠損マウスを用い、関連疾患の発症機構を病態生化学的に
解明する。 
 
遺伝子編集技術を用いた遺伝子欠損動物の作製とその表現型解析に
よる遺伝子機能の生化学的解析を行なう。特に創薬における実験評価
系の構築や画像診断技術の開発に資する研究開発を行う。 
 
蛋白質や核酸を素材とし、進化工学的手法を応用した新規分子認識
素子の設計・合成、それらを応用した新規分子検出システムの開発
を行う。 
 
次世代型のタンパク質製剤の開発、およびバイオセンサーへの展開を
目指して、抗体を中心とする免疫分子に基づく人工タンパク質のデザ
インと精密機能解析を進める。 
 
次世代の医療用検体検査技術のプラットフォーム開発、環境計測・化成品
計測用バイオセンシング技術の開発など、新規生命分子・システムを応
用したバイオデバイスの開発を進める。 
 
半導体微細加工（MEMS）技術、マイクロ流体技術を用いた人工細胞膜
中に膜タンパク質・膜受容体を埋め込んだチップを作製し、創薬・生
体模倣型バイオセンサの研究を行う。またチャネル膜タンパク質の持
つナノ孔を利用し、高感度―分子検出システムを構築する。 
 
マリンカルチャーコレクションの構築及びそれを利用したバイオ燃
料・医薬品原料などの有用物質生産に関する研究／機械学習やバイ
オイメージインフォマティクスに基づく病原性微生物検出、医療診断
技術開発に関する研究を行う。 
 
分子生物学的な手法を用いてバイオミネラリゼーションの機構を解
析し、無機物と有機物から構成される新しい物性を持ったナノバイオ
マテリアルの開発を行う。 
 
微生物を利用した新規バイオマテリアルの開発、特に分子生物学、
タンパク質科学、遺伝子工学を基盤とした高機能性バイオマテリアル
の創製とそれらを用いたバイオセンサの開発を行う。 
 
バイオプロセスに有用なタンパク質の探索と改良、それらのタンパク
質を利用した生体システム模倣プロセス、バイオエレクトロニックデ
バイスの開発を行う。また、イオン液体を用いた発電・蓄電デバイス
の開発を行う。 
 
脂質分子は自己組織的に二分子レイヤーを形成し、様々な生体機能物
質の場として機能する。当研究室では、このような両親媒性分子の自
己組織化を制御し、様々な周期構造を有する分子集合場を生み出し、
これまでにない物質機能場の創成を目指しています。 
 

太 田 善 浩 
 
 
 
 
稲 田 全 規 
（ 協 力 教 員 ） 
※共同大学院で受け入れ 
 

※1 
平 田 美 智 子 
 
 
 
池 袋 一 典 
 
 
 
浅 野 竜 太 郎 
 
 
 
津 川 若 子 
 
 

 
川 野 竜 司 
 
 
 
 
田　中　　剛 
（ 協 力 教 員 ） 
※共同大学院で受け入れ 
 
 
新 垣 篤 史 
 
 
 
吉 野 知 子 
 
 
 
中 村 暢 文 
 
 
 

 
一 川 尚 広 

  細 胞 分 子 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ナ ノ 生 命 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
  バ イ オ ビ ジ ネ ス 
 
 
 
  分 子 生 命 化 学 
 
 
 
 
  海 洋 生 命 工 学 
 
 
 
 
  生 命 分 子 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
  生 体 電 子 工 学 
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

創薬リードとなる生理活性天然物の全合成、核酸高次構造の安定化を
基盤とする創薬研究、グアニジン型有機触媒に関する研究を行う。 
 
ペプチド、糖鎖や天然物生理活性分子をモチーフとした新規機能性分
子を創製する方法論を、有機化学とバイオテクノロジーを組み合わせ
て開発する。さらに得られる機能性分子をツールとして、生命機構を
解明するケミカルバイオロジー研究を行う。 
 
生体高分子（核酸、タンパク質、細胞表層分子）を認識し、化学的な
制御を可能とする低分子化合物の設計と合成を行う。合成した化合物
を試験管レベル、細胞レベルで機能評価する。 
 
計算科学を組み合わせた酵素工学はあらゆる有用化合物の持続可能
な生合成を可能とする。現存する代謝経路を拡張し、高付加価値の医
薬品化合物を生み出すための、特殊な酵素機能の発見や改良に向けて
計算科学的にアプローチする。 
 
細胞内における蛋白質の一生を司る分子シャペロンの分子構造から
機能の解明、バイオレメディエーションによる環境修復に関する微生
物とその検出技術の開発、オーダーメード医療を目指した遺伝子解析
技術の開発、蛋白質の高次構造の解析とコンピューターによる動的構
造変化の解明を行う。 
 
理論言語学、統語構造、情報構造。 

長 澤 和 夫 
 
 

桜 井 香 里 
 
 
 

 
寺 　 正 行 
 
 

※1 
Christopher 
Vavricka 

 
 
 
養 王田   正   文　  
＊2025.  3退職予定 
 
 
 

※1 
畠 山 雄 二

  生 命 有 機 化 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  創 薬 酵 素 工 学 
 
 
 
 
  生 命 環 境 工 学 
 
 
 
 
 
   生 物 言 語 学 
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

疾病の早期発見、安心安全社会の実現のために、複雑な生体システ
ムを科学的に計測・解析するためのナノデバイスの開発を目指す。
特に、特異的な微細構造と伝導特性を持つグラフェンおよびカーボ
ンナノチューブに着目し、その製作技術、材料の基礎的な研究およ
び高感度センサ、量子デバイス等の開発を行っている。 
 
人の立体視機能を矛盾なく満たす立体表示技術としてホログラフィ
ーやライトフィールド表示について研究を行い、VR・AR技術やメタ
バースで利用される次世代のヘッドマウントディスプレイやメガネ
なし３Dディスプレイを実現する。また、眼球内に入れて用いるホロ
グラムコンタクトレンズについて研究を行い、これを用いた人間拡
張技術の実現を可能にする。 
 
超音波を用いて、身体を傷つけない診断・治療方法の開発を行って
いる。物理学や電気電子工学の知見である「波動」を医療に応用す
る。医学系研究者と積極的に連携し、超音波が引き起こす生体作用
の検証実験と、画像処理や機械学習を用いた情報抽出といった多方
面の研究テーマを進めており、これらの研究成果を融合した治療技
術の実現を目指している。 
 
独自の音響・光技術や高度な量子技術を活用し、超音波やテラヘル
ツ波(ミリ波～赤外光)に関わる革新的なセンシング技術の開発を行っ
ている。従来の技術では捉えることができなかった情報を可視化
し、医療診断をはじめ、細胞、食品、産業用素材の検査など、様々
な分野への応用を目指す。 
 
生物物理学、ソフトマター物理学の実験的研究。特に、生体高分子
の力学特性やレオロジー特性、微生物の運動機構に着目した生体機
能の解明および観測、解析技術の開発を行う。 
 
多機能高速光情報処理、高機能光計測システムの構築、要素デバイ
ス、並びにデータ処理技術に関する研究を行うと共に、構造物や生
体のヘルスモニタリングへの応用を進めている。 
 
超伝導材料の物質科学・物性科学・応用に関する実験的研究。特
に、高温超伝導材料を用いた新しい強力磁石の開発を行う。 
 
化学・生物学・材料工学を基盤として、アンメットメディカルニー
ズに応えるスマートマテリアルの開発を行う。さらに、光や超音波
等の物理エネルギーと組み合わせることで、効率・精度に優れた診
断および治療の実現を目指している。 
 
細胞に似た特徴を有する人工細胞モデル（脂質二重膜小胞、化学振動
素子、アクティブマター）を用いて、生き物らしい振る舞いの発現メ
カニズムを物理学的観点から調べる。また、マイクロ流体デバイスを
活用して、先端の生命科学研究で必要とされる技術の開発も行う。 
 
細胞の力学応答機構に関する実験的研究と細胞応答を応用した医療
機器の開発研究。特に、循環器系疾患を対象に、血行力学刺激に対
する細胞応答機構および疾患の病態メカニズムの解明と循環器医療
デバイスの開発を行う。 

前 橋 兼 三 
 
 
 
 
 
高 木 康 博 

 
 
 
 
 
 
桝 田 晃 司 

 
 
 
 
 
 
生 嶋 健 司 

 
 
 
 
 
村 山 能 宏 

 
 
 
田 中 洋 介 

 
 
 
山 本 明 保 

 

※1 
赤 木 友 紀 
 
 
 

※1 
岡 野 太 治 
 
 
 

 
吉 野 大 輔 
 
 

   医用デバイス工学 
 
 
 
 
 
    ３ 次 元 画 像 工 学 
 
 
 
 
 
 
    医 用 超 音 波 工 学 
 
 
 
 
 
 
    生体医用センシング 
 
 
 
 
 
    生 体 物 理 工 学 
 
 
 
    光波センシング工学 
 
 
 
    超 伝 導 工 学 
 
 
    生 体 機 能 材 料 
 
 
 
 
    複 雑 系 生 命 工 学 
 
 
 
 
    生 体 機 械 工 学 
 

　生体医用システム工学専攻
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

化合物半導体結晶の気相成長と物性の研究。窒化物半導体、酸化物半
導体結晶の厚膜高速成長を理論と実験の両面から検討。 
 
高速蓄電デバイスへの展開を目的としたナノ材料研究。ナノ粒子の結
晶構造・欠陥・複合形態制御を組み合わせた新規ナノ複合体材料の
設計開発とその評価技術構築。蓄電エネルギーと海水資源双方の高効
率回収。 
 
有機化学的手法を用いた生物学的等価体の効率的合成法の開発と生
物活性物質合成への応用。人工酵素を目指した有機分子触媒の創製と
環境調和型の新規反応への応用。 
 
Lewis 酸あるいは超原子価ヨウ素を用いる効率的な新規有機合成反応
の開発（連続的結合形成反応、多成分連結型反応などを中心）とその
応用（生理活性物質や機能性材料などの合成）。 
 
後周期遷移金属錯体による結合切断および形成反応。配位不飽和有機
金属錯体の反応性に関する研究。原子利用効率の高い新しい分子触媒
反応の開拓。 
 
ヒドリド転位を鍵とする炭素－水素結合変換型環化反応の開発。π-π
相互作用を駆使する分子変換法の開発。 
 
ゼオライト類縁物質や配位高分子等の新規ナノスペース材料の開発、
構造解析、応用に関する研究。無機有機ハイブリッドナノシートの創
製とナノスペース材料への展開。 
 
キャパシタ、リチウムイオン電池、ソフトエネルギーデバイスを対象
とした、材料化学、機能設計、デバイス設計。さまざまな分野への応
用展開。 
 
フレキシブルな分子エレクトロニクス実現をめざした機能性高分子
材料の研究：①導電性高分子ナノファイバーなどのナノ構造体の創
製と分子スケールでの機能評価、②低次元性や柔軟性を利用したポリ
マーエネルギーデバイスの開発と機能評価、③自己組織性をもったソ
フトデバイスの開発と機能評価。 
 
分子の空間的構造の精密な把握に基づく有機構造材料の開発：芳香
環が非共平面的に集積して構築される分子性化合物の、①結晶中での
分子構造（一分子を取り出したときの分子内の原子の空間配置）とそ
の集合体の空間配置、溶液中での分子構造の変化挙動の解析、②モノ
マーへの変換と縮合系ポリマーへの組み込みに関する合成研究。 
 
医用高分子材料（バイオマテリアル）や機能性有機材料の開発。特に、
次世代医療のための外科手術用組織接着材料、血管内手術用ゲル、薬
物放出性マトリックス、遺伝子診断用ポリマー、がん特異的イメージ
ング剤、バイオ分析用高分子膜などの開発。 
 
有機合成化学と超分子科学に基づいた、生体に関連した機能性有機分
子の開発と応用。特に、①タンパク質を安定化・機能操作する分子の
開発、②細胞膜などの脂質二分子膜の構造・物性を制御する分子の開
発、③細胞活動を操作する分子の開発。 

熊 谷 義 直 
 
 
岩 間 悦 郎 
 
 
 
 
加 納 太 一 
 
 
 
齊藤　亜紀夫 
 
 
 
平 野 雅 文 
 
 
 
森 　 啓 二 
 
 
前 田 和 之 
 
 

※1 
玉 光 賢 次 
 
 
 
下 村 武 史 
 
 
 
 

※1 
岡 本 昭 子 
 
 
 
 
 
村 上 義 彦 
 
 
 
 
村 岡 貴 博 
 
 

  光 電 子 材 料 化 学 
 
 
  電子エネルギー化学 
 
 
 
 
  分 子 創 成 化 学 
 
 
 
  分 子 設 計 化 学 
 
 
 
  分 子 触 媒 化 学 
 
 
 
 
 
 
  無 機 固 体 化 学 

 
 
 
   キャパシタテクノロジー 
（寄  附  講  座） 
 
 
  有機・高分子光電子 
  材料 
 
 
 
 
  有機・高分子素材化学 
 
 
 
 
 
  バイオ高分子材料 
 
 
 
 
 

　応用化学専攻
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

①二酸化炭素を原料とするナノダイヤモンド、②光照射により繊毛運
動やぜん動運動・拍動するポリマー材料、③外部刺激により蛍光の
On-Off を自在に制御できる有機材料、④ドラッグデリバリーシステム
や再生医療に有用な高分子材料等の機能性材料の開発。 
 
有機合成化学を基盤とする有機機能性材料の創製。特に、①新しいπ
共役化合物の設計・合成、および有機エレクトロニクス材料・有機オ
プトエレクトロニクス材料としての機能評価と応用、②高活性・高選
択性の発現を目指した新規重合触媒の開発、およびその触媒をもちい
た機能性高分子材料の開発。 
 
エレクトロニクスデバイス作製のための新規機能性有機材料の開発。 
①特異な電気・磁気特性を発現する機能性材料の合成、②機能性材料
からなる分子集合体の作製、③電気・磁気物性などの有機電子デバイ
ス特性の評価。 
 
持続可能社会の実現に貢献する新規な環境機能材料の創製。高分子科
学、物質移動、環境科学に立脚した未利用バイオマス由来の機能性マ
テリアル、温室効果ガス回収、クリーンエネルギー水素精製、天然ガ
ス・バイオガス濃縮用の分離膜素材、フードロス対策となるガスバリ
ア材料およびそのハイブリッド材料に関する研究。 
 
デーン手術、ヘガード分解、葉層構造、接触構造などの幾何学的手法
を用いる三次元多様体およびその中の結び目の解明。 
 
ポリマーブレンド法による有機材料の高次構造制御と高性能材料設
計。超臨界流体を利用した複合材料や微多孔膜の創製とグリーンケミ
ストリー。応力・複屈折同時測定法による光学物性の評価や新規光学
材料の設計。結晶化や分子運動など、高分子物性の基礎科学。 

渡 邊 敏 行 
 
 
 
 
中 野 幸 司 
 
 
 
 

※1 
帯 刀 陽 子 
 
 
 

※1 
兼 橋 真 二 
 
 
 
 

※1 
合 田 　 洋 
 

 
斎 藤 　 拓 
＊2027.  3退職予定 

 

  有機・高分子物理化学 
 
 
 
 
  有機・高分子物性化学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  超分子・分子集積材料 
 
 
 
 
 
  有 機 材 料 数 理 
 
 
  有機・高分子材料開発 
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

 

 

 医薬品、食品などで多用されている結晶性物質を生産するための手
法、すなわち晶析操作に関する研究開発。より高品質な医薬品結
晶、より高性能な機能性結晶を対象として、その製造手法を研究す
る。また電池材料の前駆体結晶など、エネルギー関連物質なども研
究対象としている。 
 
化学液体力学研究（気体は有せず液体特有な性質に着目した化学反
応を伴う流体力学研究）の推進・深化とそのエネルギー分野への社
会実装への展開。特に化学反応を伴う液体界面流動の学理構築とそ
の石油増進回収技術への応用に取り組んでいる。 
 
 
 
自然環境中の有用な微生物群を制御・活用した水・土壌環境の浄化
に関する研究、および微生物の高度集合体であるバイオフィルムの
制御・抑制に関する研究。具体的には、難生分解性有機化合物・窒
素・リン除去を志向したバイオリアクターシステムの開発、ファウ
リングを抑制するろ過膜や抗菌材料の開発など。 
 
未利用廃棄物の再生可能エネルギー、肥料・土壌改良材などへの変
換に関する研究を行う。具体的には湿式・乾式メタン発酵による下
水汚泥や農畜産廃棄物の処理やその残渣の利用に関する研究。廃棄
物由来肥料を投入した土壌における温室効果ガス生成・栄養塩挙動
の解明や削減法に関する研究など。 
 
半導体、磁性体、高分子、バイオ材料など異種材料一体集積と高効
率光変調、高感度センサに関する研究を行う。高感度センサを他の
分野に応用し、学際的な研究を行う。 
 
溶液処理可能な量子ナノ材料（コロイド状量子ドット、二次元ナノ
材料、カーボンナノチューブなど）を用いた光電子・エネルギーデ
バイス、および光検出器、トランジスタ、太陽電池、スーパーキャ
パシタ、発光デバイスなどのイオンエレクトロニクス（イオン制御
型電子機器）の開発。ナノ材料の精密な集合体制御に起因する新た
な物理現象の研究。環境に優しく持続可能なコロイド量子ドット化
合物の発見。 
 
レーザー分光、レーザースピン偏極、レーザー冷却をベースとした原
子・分子・光物理学の実験的研究。特に、原子－表面相互作用の基礎研
究と、それに基づく原子の精密計測や量子制御への応用研究を行う。 
 
炭素系資源の熱分解・ガス化・水熱液化反応器の研究開発。再生可
能エネルギーを組込んだ火力発電とバイオマス発電の高付加価値
化。バイオマスからの化学品生産プロセスの開発。流動層装置の流
動と反応解析。 

 

 

滝 山 博 志 
 
 
 
 
 
長 津 雄 一 郎 
 
 
 
 
 

 
 
寺 田 昭 彦 

 

 
 
 

※1 
利 谷 翔 平 
 
 
 
 
 
清 水 大 雅 
 
 

※1 
Satria 

Zulkarnaen 
Bisri 

 
 
 
 
 
畠 山 　 温 
 
 
 
伏 見 千 尋 

  

 異 相 界 面 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 環境バイオエンジニ 
   アリング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   光 電 子 材 料 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   原 子 過 程 工 学 
 
 
 
   反 応 工 学 

　化学物理工学専攻
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

マイクロ化学プロセスへの応用に向けた構造体触媒の高機能化、環
境分野へのファインバブルプロセスの応用、化学プロセスの高効率
化に向けた非定常操作、熱化学サイクルによる新規高効率エネルギ
ー変換プロセスの設計等、新しい反応場や反応プロセスの創出や設
計に関する研究。 
 
機能性高分子（ソフトマテリアル）材料の開発と材料の製造プロセ
スおよび材料を利用する工業・環境・エネルギープロセスに関する
研究。具体的には、分離材、触媒材料などの開発、および微粒子や
多孔質など構造制御技術の構築。 
 
近年の機能分子産生デバイスや省エネ技術のためには、分子移動現
象にかかわる知見が欠かせない。機能性分子の移動物性取得・解析
手法の開発を通じて、リチウムイオン電池用材料の開発、タンパク
質の連続リフォールディング技術、化学的グラフト手法など、エネ
ルギー分野・ライフサイエンス分野の先進技術開発に取り組む。 
 
安全・安心かつ効率的なプラントの運転操作をめざした高信頼性運
転制御系の設計および実現手法の開発。データリッチ環境における
プラントの知的運転支援システムの構築手法に関する研究。プロセ
スシステムの高度シミュレーションと最適化に関する研究。化学プ
ラントのスマート化に関する研究。 
 
プロセスデータ解析、プロセスモデリング、プロセス制御などの技
術開発および応用を行っている。化学、半導体、医薬品など幅広い
プロセスを対象として、異常検出、歩留まり改善、制御性能改善な
どを実現することを目的としている。 
 
有機材料の電子物性・光物性に関する実験的研究。特に有機材料を
半導体に用いた電子素子や太陽電池の研究と、そのための薄膜成長
や結晶性、ナノ構造の制御の研究。 
 
フェムト秒（10^(-15)秒,fs）時間領域まで圧縮した高密度光エネルギ
ーを物質に付与し、その特徴的な光応答を新たな応用へと結びつけ
るための研究、特に、ナノ物質制御に関する研究を行う。 
 
生体高分子をはじめ様々なナノスケール材料が、ガス雰囲気下や溶
液中などの実環境下で発現する機能と構造との関係を明らかにす
る。そのために、実環境でのナノ構造の高精度観察を可能にする電
子顕微鏡装置や電子顕微鏡法の開発を行う。

桜 井 　 誠 
 
 
 
 
 
徳 山 英 昭 
 
 
 

※1 
大 橋 秀 伯 
 
 
 
 
 
山 下 善 之 
＊2025.  3退職予定  
 
 
 

※1 
金 　 尚 弘 
 
 
 

※1 
嘉 治 寿 彦 
 
 

 
宮 地 悟 代 
 
 

 
箕 田 弘 喜 

 
 
 
 
 
 
   物 質 分 離 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   プロセスシステム工学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   有 機 電 子 工 学 
 
 
 
   量 子 電 子 工 学 
 
 
 
   量 子 ビ ー ム 工 学 



 
 

 
 
 

主要教育研究分野 担当教員名 研  究  内  容 

 

移動現象工学 

 

 

稲 澤  晋 

 

ものづくりで汎用される粒子分散液やエマルションなどの

複雑溶液の乾燥過程を中心に、流体の流れや濃縮で複雑な

構造がどのように形成するのか、自発的な移動現象の速度

が何で決まるのか、などを対象とする。 

 

 

- 
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

混相流体力学及び高速流体力学。特に気泡を含む流体の流動解析、高速
飛行体周りの流動解析。流れの可視化、計測法、数値シミュレーション。 
 
マイクロ流体力学。特に混相流体現象を利用した超音速マイクロジェ
ットについての実験的研究。医療器械、マイクロデバイスへの応用。液
滴のダイナミクス。 
 
航空機、宇宙輸送システム、自動車、ロボットなどへの適用を目指し
た先進複合材料および複合材構造に対する実験的・解析的研究。炭素
繊維複合材料、カーボンナノチューブ複合材料、セラミック系超耐熱
複合材料などの材料開発。複合材料の破壊・損傷の評価。力学的・熱
的モデルの構築と数値解析。 
 
フェーズフィールド法を基幹技術とした金属材料のミクロ組織形成
と弾塑性変形挙動のマルチスケールシミュレーションおよび実験的
研究。 
 
粉体物理学および粉体工学。特に粒子シミュレーションや連続体モデ
リングなどを用いた粉粒体の外力応答の解析。 
 
多軸制御工作機械や複合加工機のためのCAM開発（工程設計・工具
経路生成）、次世代工作機械の自律化・知能化技術、超精密マイクロ・
ナノ切削による金型加工、技能やノウハウのデジタル化による柔軟
物・超複雑形状の巧妙加工、アナログモデルを迅速に再現するリバー
スエンジニアリング。 
 
マイクロトライボロジー。フォトリソグラフィーや機械加工、ビーム
加工などを利用したMEMSや機能性表面の開発。計測技術、摩擦制御
技術などへの応用。 
 
生体分子を主成分とするナノ粒子を、マイクロ流体操作技術を駆使
し、物理特性を制御して作製する。また作製粒子を用いて、細胞動態
や生体内機能へ与える影響を、粒子物性を基軸に生物界横断的に評価
することで、複雑な細胞機能の解明や新規治療法への応用を目指す。 
 
アクティブ振動制御、スマート構造、ヘルスモニタリング、耐震技術、
免震・制振、車両応答解析、エレベータ技術。 
 
機械力学とソフトマターを用いたソフトロボティクスに関する研究。
ドラッグデリバリーシステム（薬剤徐放機構の開発）や再生医療（細胞
組織の形成）、創薬モダリティ（各臓器に適した薬剤キャリアの設計）へ
の応用を目的としたハイドロゲルのマイクロ・ナノデバイスと超音波
による非接触アクチュエーションの研究など。 
 
ガスタービン関連熱・流体問題。乱流熱伝達の数値シミュレーショ
ン、流れの可視化、相変化を利用した熱輸送デバイス。 
 
省エネルギー・環境負荷軽減を目的として、熱・流体の高度制御技術
を創成する。自在な乱流制御（航空機などの摩擦抵抗低減）、材料工学
における制御（高品質結晶生成プロセスにおける対流制御）、生体工学
における制御（人工心臓などの脈動最適化）、化学工学における制御
（化石燃料に依存しない水素の高効率製造）など。

亀 田 正 治 
 

 
田 川 義 之 
 
 

 
小 笠 原 俊 夫 
 
 
 
 

 
山 中 晃 徳 
 
 

※1 
髙 田 智 史 
 
 
中 本 圭 一 
 
 
 
 
 
安 藤 泰 久 
 
 

※1 
木 村 　 笑 
 
 
 

※1 
鎌 田 崇 義 
 

※1 
倉 科 佑 太 
 
 
 
 
 
村 田 　 章 
 
 
岩 本 　 薫 

   流 体 力 学 
 
 
 
 
 
 
  機 械 材 料 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  材 料 力 学 
 
 
  弾 塑 性 解 析 
 
 
 
 
 
  機 械 要 素 解 析 
 
 
 
 
 
 
 
 
  機械システム設計 
 
 
 
 
 
 
 
 
  熱流体システム設計 

　機械システム工学専攻
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

伝熱工学に関する研究。具体的には、エネルギーデバイスにおける熱・
物質輸送、ナノ材料の熱伝導、構造最適化、粗子化・マルチスケールシ
ミュレーション、界面および分子スケールの熱流体力学など。 
 
音響振動を利用したエンジンや冷凍機。振動流を用いたエネルギーの
輸送や物質輸送を研究し、それらを利用した排熱発電や環境親和型冷
凍機の開発、および新しいデバイスの提案。 
 
安全安心な自動車交通システムのための人・車・道路の統合センシ
ングとアクティブ制御技術を中心とした研究開発。個人移動手段パー
ソナルモビリティ、自動車の運動性能向上技術、ドライバモデルと運
転行動予測、ナビゲーション・マシンビジョン等を利用した先進運転
支援システム。 
 
宇宙探査ロボティクス・メカトロニクスに関する研究を実施。月や火
星、小惑星で活動する探査ロボット（ローバ）に必要な技術に関して、
走行力学、自律機能や、探査システムの面で研究している。探査シス
テムの要素から、システム全体に及ぶ範囲を対象としている。また、探
査計画の立案も行う。ハードウェアを用いた実験とシミュレーション
とを相補的に用いて、将来の宇宙探査技術の創出と、それらの応用技
術の普及を目指す。 
 
電解加工、放電加工、砥粒加工等による形状創成に関する環境対応型
生産加工の研究開発。電解加工における現象解明と応用技術、加工シ
ミュレーション技術の研究開発。電解複合研磨による難加工材の形状
創成。微細深穴の放電加工に関する研究。 
 
機械システムのモデリングと制御技術をコアに、新しいデバイスの研
究開発を行う。具体的には、１）次世代型振動試験システム、２）先
端モーション・シミュレータ、３）人間機械協調型パワーアシストシ
ステム、などに関して基礎からデバイスの開発までを手がけている。
また、伝達関数法による制御系設計手法の研究も行う。 
 
ロボットに代表される動的システムの動きのデザインに関する研究
を実施する。力学や制御工学、機械学習を基礎とし、物理的な性質と
データの両方を適切に利用しながら「頭のいい」動きをデザインする
ための方法論の提案を目指す。 
 
切削・研削加工を中心とした新加工技術開発（ロータリ切断、振動切
削、航空宇宙材料の加工など）、溶融金属積層によるアディティブ・マ
ニュファクチャリング、環境にやさしい加工、機械加工のシミュレー
ション、摩擦撹拌バニシングによる金属表面改質、機械加工面のサー
フェスインテグリティ。 
 
 

 

 

 ※1

堀 　 琢 磨 
 
 
 
上 田 　 祐 樹 
 
 
 
ポンサトーン・
ラクシンチャ 
ラ ー ン サ ク 
 
 

※1 
前 田 孝 雄 
 
 
 
 
 
 
 
夏 恒 
＊2025.３退職予定 

 
 

 
田 川 泰 敬 
＊2025.３退職予定 

 
 
 

※1 
有 泉 　 亮 
 
 
 
 
笹 原 弘 之 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  車両システム工学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  メ カ ノ ビ ジ ネ ス 
 
 
 
 
  制 御 シ ス テ ム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  生産システム工学 
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

無限次元リー代数およびそのq変形の表現論 
 
可積分系とよばれる綺麗な性質を持った差分方程式についての研究を
行う。（キーワード：パンルヴェ方程式、ソリトン方程式、戸田格子） 
 
先進的宇宙推進システム、宇宙往還機に関わる空気力学・飛行力学
についての研究、具体的には、宇宙プラズマを利用した推進システ
ムの数値流体シミュレーション、大迎角飛行中の宇宙往還機につい
ての風洞実験、大気圧プラズマを用いた流体制御デバイスのシミュ
レーション・実験、など。 
 
人間の知覚・認知・行動システム、身体運動学、運動学習、運動解析。 
 
 
 
ヒトの運動の神経筋制御、運動制御、ブレインマシンインターフェー
ス、リハビリテーション工学。 

※1 
直 井 克 之 

※1 
中 園 信 孝 
 
 
西 田 浩 之 
 
 
 
 

 
田 中 秀 幸 
（ 協 力 教 員 ）
※共同大学院で受け入れ 

 
横 山 　 光 

  機 械 解 析 代 数 学 
 
  機 械 解 析 幾 何 学 
 
 
  宇 宙 工 学 
 
 
 
 
 
  人間行動システム学 
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

半導体量子ナノ構造やナノメカニカル構造の新規な物理現象やダイナ
ミクスを解明し、単電子トランジスタ、量子情報処理デバイス、超高
感度テラヘルツセンサーなど、次世代エレクトロニクスの開拓に向け
た基礎物理とデバイス応用の研究を行う。 
 
AIによるシステムの安全制御、故障診断および故障耐性制御、スマー
ト材料によるアクチュエータとマイクロハンドなどの非線形制御に関
する研究。 
 
量子計算機を利用した組み合わせ最適化手法による量子実験系での実
験パラメータ探索と原子接合の作製、量子計算機を模擬したイジング
計算機の実現と応用、脳のシナプスを模倣したニューロモルフィック
デバイスの開発。 
 
光制御を実現するプラズモニック・メタマテリアルを利用し、光電変
換デバイスや光機能性素子を開発する研究を行う。ナノテクノロジー
技術を駆使した無機ナノ構造体の作製、太陽電池や光学素子などの設
計と評価を行う。 
 
新材料・新プロセス技術の構築を中心とした、次世代超高集積デバイ
ス基盤技術に関する研究。ラジカルを用いた薄膜低温形成、有機EL
材料を用いた光電子デバイスの開発など。 
 
無線通信ネットワーク、高効率・高信頼な無線通信のための信号処
理・リソース制御、複数アンテナを用いた無線通信用高度信号処理、
コグニティブ無線技術、物理レイヤセキュリティ、テラヘルツ・ナノ
デバイス用無線通信の研究開発。 
 
テラヘルツ波帯アンテナ、テラヘルツ光極限物質、テラヘルツメタマ
テリアル、超高感度テラヘルツ偏光計測、テラヘルツ波超高速無線通
信システム、テラヘルツ応用システムの研究。 
 
多次元信号処理、人工知能、最適化理論、数理統計に基づく医用画像
処理、パターン認識に関する研究。また、これらの研究成果を応用し
た医用画像の診断支援システムの開発と評価。 
 
運動学習・運動制御の脳内メカニズムの解明と、運動能力が向上する
ための効果的なトレーニング方法の提案。脳を模擬した数理モデルの
構築、ヒトを対象とした行動実験を主な研究手法とし、脳波計を用い
た脳活動計測や機械学習も今後研究手法として取り入れていく。 
 
生体信号情報学（信号処理・機械学習・数理工学に基づくブレイン・マ
シン・インタフェース、脳神経科学、認知科学、医学のための生体情報
処理、AI技術）。また、画像、音声・音響、通信、生体への応用。 
 
音声や音楽など、音響信号の計測・解析・処理に関する研究。音響信
号処理を中心に、音に関する幅広いトピックを扱う。 

張 　 亜 
 
 
 
 
鄧 　 明 聡 
 
 
 
白 樫 淳 一 
 
 
 
 
久 保 若 奈 
 
 
 
 
上 野 智 雄 
 
 
 
梅 林 健 太 
 
 
 
 
鈴 木 健 仁 
 
 
 
清 水 昭 伸 
 
 

※1 
瀧 山 　 健 
 
 
 
 
田 中 聡 久 
 
 
 
矢田部　浩平 
 

   基 礎 電 子 工 学 
 
 
 
 
   パワーエレクトロニクス 
 
 
 
   電子デバイス工学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   電子機能集積工学 
 
 
 
   通信システム工学 
 
 
 
 
 
 
 
 
   医 用 情 報 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
   画 像 情 報 工 学 

　知能情報システム工学専攻



̶ 28 ̶

主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

プログラミング言語処理系の耐故障化や高速化、相互結合網の位相
構造の設計や経路選択算法の開発、プログラムの部分計算および並
列実行、マルチメディア教育などに関する研究。 
 
数理計画、離散最適化、アルゴリズム、数理工学、実社会に現れる
最適化問題の数理モデリングおよび最適化。 
 
ＯＳ・言語処理系・ウインドウシステムなどのシステムソフトウェ
ア、組み込みシステム、ネットワーク、WebComputing、並列分散
処理、モバイル・ユビキタスコンピューティング、XML。 
 
オペレーティングシステム、仮想化技術、並列分散処理システム、
システムソフトウェアに軸足を置いたクラウドコンピューティング
およびディペンダブルコンピューティング。 
 
マルチエージェントシステム、人工知能間協調および交渉、自然言
語処理、データマイニングを中心とした人工知能およびそれらの社
会応用に関する研究。 
 
情報理論の観点による情報通信や情報セキュリティ技術に関する理
論的な研究 
 
モバイル、IoT、空間情報など、情報ネットワークとアプリケーショ
ンに関する技術および、それらを活用する仕組みに関する研究。 
 
SDGsの達成に向けた働く場所にこだわらないロケフリーを実現する
ためのAI処理や映像符号化処理を実現可能な映像処理プロセッシン
グアーキテクチャの研究開発。 
 
コンピュータグラフィックス、可視化、映像処理、形状処理に関す
る研究。特に、情報提示のための画像生成処理、美的な曲線・曲面
形状の生成制御など。 
 
信号やデータの復元・加工を行うための信号処理の数理と応用に関
する研究。連続最適化に基づく信号処理、データ駆動型信号処理、
および画像処理・通信工学などへの応用。 
 
生物の環境認知・適応・運動学習メカニズムの構成論的解明とその
工学的応用に関する研究。自律分散システム、ロボティクス、ブレ
インコンピュータ・インタフェース、リハビリ医工学。 
 
コンピュータビジョン、ロボットビジョン、３次元画像処理、画像
処理技術を応用した情報支援システムなどに関する研究。 
 
インターネットアーキテクチャ、ネットワークセキュリティなど、
インターネットを含む大規模（分散）システムの構成・管理・運
用・評価に必要な技術の研究。 
 
計算機アーキテクチャ、並列処理、高性能プロセッサ、ＬＳＩ設
計、システム設計、ハイパフォーマンスコンピューティング。 

金 子 敬 一 
 
 
 
宮 代 隆 平 
 
 
並木　美太郎 
＊2027.３退職予定 

 
 

山 田 浩 史 
 
 

 
藤 田 桂 英 
 
 

※1 
渡 辺 　 峻 
 

※1 
中 山 　 悠 
 
 
岩 崎 裕 江 
 
 
 
斎 藤 隆 文 
＊2025.３退職予定 

 
※1 

早 川 　 諒 
 
 
 
近 藤 敏 之 
 
 
 
清 水 郁 子 
 
 
山 井 成 良 
＊2027.３退職予定 
 

 

中 條 拓 伯 
＊2027.３退職予定 

   アルゴリズム工学 
 
 
 
 
 
 
   先 端 基 盤 ソ フ ト 
   ウェア学 
 
 
 
 
 
 
   人 工 知 能 工 学 
 
 
 
 
 
 
   コンピュータシス 
   テム工学 
 
 
 
 
 
   シ ス テ ム 情 報 学 
 
 
 
 
 
 
 
   認 識 制 御 工 学 
 
 
 
 
 
 
   情報ネットワーク工学 
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主 要 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 名 研 　 究 　 内 　 容

オフィス作業者の集中度推定、テレワーク支援、スマートな情報提
供システム、手指を用いたＶＲ作業など、ヒューマンインタフェー
スやバーチャルリアリティに関する研究。 
 
自然言語のダイナミズムの認知言語学的分析（時制・様相・新造
語・擬態語等）と、人工言語を用いた進化言語学的実験を通じた、
文法による視点追跡・共有の機構の研究。 
 
正標数の代数幾何学と可換代数。とくに、正標数に固有のフロベニ
ウス射の振る舞いを用いた代数多様体とその特異点の研究。 
 
微分方程式の離散化と超離散化およびその解析。超離散化の手法に
よる可積分セル・オートマトンの研究。パンルヴェ方程式とその拡
張の研究。

藤 田 欣 也 
＊2026.３退職予定 

 
※1 

宇 野 良 子 
 
 

※1 
原 　 伸 生 
＊2027.３退職予定 

※1 
村田　実貴生 

   仮想環境創造工学 
 
 
 
   自 然 言 語 情 報 学 
 
 
 
   数 理 情 報 学 



工 学 府 連 携 分 野  
 

　本学工学府に、優れた研究実績を有する外部の研究所等との連携により大学院教育の活性化を図ることを目的
として設置された教育研究分野である。連携分野を志望する者は、事前に各専攻長の指示を受けること。
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微細加工技術により作製した新規ナノ・マイクロ材料
やナノプローブ計測技術を駆使し、生きた細胞を解
析・操作する「ナノ細胞工学」という新しい科学技術
体系の確立を目指す。開発した技術によりがん細胞や
免疫細胞、iPS 細胞等の機能を解明し、その情報を元に
ゲノム治療、リキッドバイオプシー等の技術開発に取
り組み医工学技術の発展に貢献する。これら最先端の
研究開発を通じて生命科学に関する教育研究を行う。 
 
現在行われている工業的な化学製品の製造方法は、ほ
とんどは、一定の運転条件下で連続的に行われている。
これに対して、最近、運転条件の変動する、いわゆる
「非平衡プロセス」を用いた製造が行われるようになっ
てきた。このような背景を踏まえ、非定常・非平衡な
製造方法の理論と実際について教育研究を行う。 
 
次世代の高速鉄道を開発するために、高速化に対応し
た車体設計法、軽量化技術、安全性の向上技術を中心
とした高度な解析手法や設計手法について教育研究を
行う。さらには交通輸送システムとしての社会的な諸
問題の解析評価について教育研究を行う。 
 
航空機、宇宙機開発にかかわる航空推進工学、高速空気
力学、空力／空力音響学及び回転翼、複合材料・構造工
学の研究を行う。航空推進工学では、航空エンジンシス
テムシミュレーション技術、高温タービンの耐熱・冷却
技術に関する研究を行う。高速空気力学では、超音速、極
超音速流れ、特に、エンジンインテーク、極超音速境
界層の制御法に関する研究を行う。空力／空力音響学及
び回転翼では、航空機の非定常 CFD、AI 等による空力
現象のモデル化、ヘリコプタや eVTOL に関する研究を
行う。複合材料・構造工学では航空宇宙機の複合材料・
構造の損傷、最適設計に関する研究を行う。 
 
主に道路交通の安全を高め、より安心な社会環境基盤
を構築し、車両の安全を保証・検証・審査する、という
公共性の高い事業が展開されている連携先において、
本学における共生科学技術の基盤的研究を高度福祉社
会の発展のために応用することを目指した教育研究を
推進する。 
 
人行動のモデリングや、ロボットへの動作リターゲティ
ング、機械学習に基づいた動作生成による、ロボットと
の共同作業やコミュニケーションの実現のための人と
ロボットの協調の研究。 

山 根 　 敬 
青 山 剛 史 
渡 辺 　 安 
平 野 義 鎭 
大 北 洋 治 

中 村 　 史 
金 　 賢 徹 
山 岸 彩 奈 

ナ ノ 細 胞 工 学 
（連携研究機関：国立研究開
発法人産業技術総合研究所） 
 
 
 
 
 
 
非平衡プロセス工学 
（連携研究機関：（株）三菱ケミ
カルホールディングス） 
 
 
 
 
交通輸送システム工学 
（連携研究機関：（公財）鉄道
総合技術研究所） 
 
 
 
宇 宙 航 空 工 学 
（連携研究機関：国立研究開発
法人宇宙航空研究開発機構） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交 通 安 全 工 学 
（連携研究機関：（独）自動車
技術総合機構、交通安全環境
研究所） 
 
 
 
人・ロボット協調工学 
（連携研究機関：国立研究開
発法人産業技術総合研究所） 

機

械

シ

ス

テ

ム

工

学

専

攻

化
学
物
理
工
学
専
攻

生
命
工
学
専
攻

専
攻 教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 教 育 研 究 内 容

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

垣 内 博 行 
野 口 直 樹 
日 高 秀 人 

高 見 　 創 
半 田 和 行 
秋 山 裕 喜 

関 根 道 昭 

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

鮎 澤 　 光 
山 野辺　夏樹 
佐 川 立 昌 

※1

※1

※1
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自動車交通事故は、人的要因・道路環境要因・車両性能要因
など、複数の要因が関与して発生する。そのため、交通事故
を防ぐためには、要因間連鎖の特徴を明らかにし、事故発生
メカニズムに基づく予防安全対策が必要である。事故背景要
因把握のためのドライブレコーダデータ収集および分析の手
法、事故発生メカニズム仮説を検証するための実験等につい
て、特にヒューマンエラー対策を主眼とした研究を推進する。 
 
情報技術の高度化に応えるため、演算・記録・伝達の全ての
面で絶えざる革新が求められている。その課題は、量的な面
（高速化・大容量化・低消費電力化・低雑音化）と質的な面
（知能化・複合化・システム化・外部適合化）に分けられる。
これらを同時に解くキーテクノロジーとして、寸法がナノメ
ートルの系を対象とした技術が非常に重要になってきた。こ
のような背景を踏まえ、微細系を対象とした情報解析技術や、
情報機能制御などの教育研究を行う。 
 
次世代の情報通信の幅広い応用分野及びそのキーテクノロ
ジーを支えるために、ワイヤレス通信用高周波デバイス、
通信方式、通信環境および電磁波計測技術などの基盤研究
に関する教育研究を行う。 
 
生体医工学にかかわる電子工学（計測、信号処理、インタ
フェース、イメージング、シミュレーション、メカトロニ
クス等）に関する教育研究をおこなう。 
 
 
 
知能情報工学、人工知能に関する基礎研究、応用研究（離
散最適化、探索と並列計算、テンソル学習、近似ベイズ推
論、認知行動支援技術）に関する研究教育を実施する。 
 
 
 
 
センサー情報解析、機械学習、社会シミュレーションの数
理解析、サービス設計と社会実装などに関する研究。 
都市空間と人のセンシングにより得られる情報を、対象の
モデルを用いた機械学習により解析・理解し、また実セン
サーデータを用いた社会シミュレーションによる可能世界
の探索を実行することによって、都市空間における「都市
の利便性・安全性」と「人の快適さと安心」を実現する都
市空間における情報学の研究を行う。 
 
Internet-of-Things (IoT) 技術により日々収録されるビッグデ
ータを知的に活用するための人工知能技術に関する教育研
究を行う。

幸　島　明　男 
赤　坂　文　弥 
中　嶋　香奈子 

守 屋 俊 夫 

自動車予防安全工学 
（連携研究機関：（一財）日本
自動車研究所） 
 
 
 
 
 
先端電子情報システム
工学 
（連携研究機関：（株）日立製作
所中央研究所） 
 
 
 
 
 
情報通信工学 
（連携研究機関：国立研究開
発法人情報通信研究機構） 
 
 
バイオメディカルエ
レクトロニクス 
（連携研究機関：国立研究開
発法人理化学研究所） 
 
 
革新知能基盤 
（連携研究機関：国立研究開
発法人理化学研究所） 
 
 
 
 
都市空間情報学 
（連携研究機関：国立研究開
発法人産業技術総合研究所） 
 
 
 
 

 
 
知能データ工学 
（連携研究機関：（株）日立製
作所中央研究所）

教 育 研 究 分 野 担 当 教 員 教 育 研 究 内 容

内 田 信 行 
今 長 　 久 
 

※1

※1

※1

知
能
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

専
攻

安 藤 正 彦 
 
李 　 英 根 

横　田　秀　夫 
吉　澤　　　信 
村　山　正　宜

辻 　 宏 之 
渡 辺 聡 一 
広　瀬　信　光

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

大　武　美保子 
Qibin  Zhao 

荒　井　ひろみ ※1
※1

※1

※1

※1



主要教育

研究分野
担当教員名 研  究  内  容

生体医用システム

エネルギー科学

生物資源機能化学

伊 藤 輝 将

teru-ito
@cc.tuat.ac.jp

三 沢 和 彦

kmisawa
@cc.tuat.ac.jp

（※主任指導教員として

選択不可）

香 取 浩 子

h-katori
@cc.tuat.ac.jp

野 村 義 宏

ny318
@cc.tuat.ac.jp

人々が健康で安全な生活を送るために、高度な医療技術の進歩
と革新、生活の質的向上に対する需要が年々高まってきてい
る。これらの要請に応える先端技術を創出するには、エレクト
ロニクスや情報技術等を支える工学分野と、医学、薬学、農学
などの生命科学に関わる分野間で緊密に連携、協働することが
重要である。本研究室では超高速光学と分子分光学の技術を基
に、生体医用システム工学の基礎研究から応用研究、実用化へ
と至るシームレスな研究開発を行っている。これにより、次世
代の医療診断、創薬、食品科学を革新する新技術を創出し、新
しい産業分野の創生につなげる。

先端科学技術に基づくイノベーションを創成するにあたって
は、基礎研究から応用研究さらには実用化研究に至る研究開発
活動において、環境調和性のみならず、社会的意義や文化的価
値も重視し、さらに経済的可能性も考慮したサステイナビリテ
ィ研究が極めて重要である。本研究室では、主として生体医用
システムを対象に、学術的な独創性と産業的な革新性を併せ持
つ産業応用の検討および、社会実装における持続可能性の検証
を行っている。科学技術イノベーションにおけるサステイナビ
リティの概念を可視化し、国際社会へ普及させることを目指し
た自然科学的かつ社会科学的研究を推進している。

エネルギー資源の確保・環境保全などの複雑化した課題に対し
ては、工学分野単独ではなく、多様な分野を融合・統合した総
合的な学問分野からの探求が必要である。また、新産業創出に
つながる新たな技術を提案するためには、これらの複雑な問題
を要素ごとに細分化し(システムズアプローチ)、幅広い視点で
捉える必要がある。磁性体の相転移の機構を明らかにする研究
手法は、エネルギーに関連する複雑な問題を解決する手法と類
似している。そこで、持続発展可能な社会を実現するために、
この磁気相転移の研究から学んだ研究手法をエネルギー問題
に適用し、「新しい原理によるエネルギー問題解決手法の提案」
「新たな手法によるエネルギー変換技術の実現」「エネルギー
や環境に配慮した新しい生産プロセスの開発」などの課題に取
り組む。

農業の発展、農業者の所得増大には、農産物のもつ機能成分を
利活用して新たな商品を開発し、その素材として農産物を供給
するという高付加価値化戦略が、今後ますます重要になる。さ
らに、廃棄されていた未利用部位の有効利用の促進も求められ
る。こうした開発戦略は、生物資源を多数保有している途上国
においてこそ、効果的に作用する可能性が高い。このような現
代社会のニーズに応えるため、化学的又は生物学的アプローチ
により、未利用生物資源の新規用途開発及び生物資源の再生利
用に関する先端的かつ実践的な研究を行う。未利用生物資源の
有効な利活用を目指し、国内外の様々な農林水産資源の機能成
分の分析及び社会実装化のための課題の抽出と解決に取り組
む。
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